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寿命延長関連転写因子群結合モチーフ
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食品の長寿命効果をマウスレベルで効率的に評価
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技術概要

・カロリー制限を行うと寿命が延長されることが科学的に証明されています。
・本発明は、カロリー制限によって寿命が延長したマウスにおいて、活性化している転写因子群に結合
する共通モチーフを特定したものです。
・本発明と分泌型ルシフェラーゼアッセイと組み合わせることで、in vitro,in vivo で食品等の抗老化性を

スクリーニングすることができます。

応用分野

・マウスレベルで食品の長寿命効果の評価


